
鎌ケ谷市空家等活用促進指針 

 
 

１ 空家等及び空家等の跡地の活用に関する基本的な事項 

    本区域は、中心市街地の活性化に関する法律第２条に規定する中心市街地である。 

また、本市の中心市街地活性化基本計画においても中心市街地活性化区域に指定 

されており、本区域は中心市街地活性化区域を基に区域を指定している。 

 本市は、鉄道４路線（東武野田線（東武アーバンパークライン）・新京成線・北総 

線・成田スカイアクセス線）が乗り入れ鉄道の利便性が高く、市内に８駅の駅勢圏 

を有し、通勤通学等の交通条件に優れた都市構造となっている。特に、初富駅周辺 

の商店数と東武鎌ケ谷駅周辺の商店数は、他の駅周辺と比べると商店数が多く、市 

のほぼ中央部に位置し、また、新鎌ケ谷駅は、鉄道４路線が乗り入れる市内最大の 

交通ターミナル駅であり、活性化の重要な要因となる集客、流通などを考えると、 

新鎌ケ谷駅から初富駅、東武鎌ケ谷駅に至る都市軸を一体的に整備していくことが 

重要となる。 

また、この区域は、市役所などの主要公共施設が集中する、本市の顔となる区域 

である。この区域での管理されていない空家等の増加は、商業環境、生活環境の低 

下を引き起こし、中心的役割を担う本区域の活性化の阻害要因となる可能性がある。 

このため、新鎌ケ谷駅、初富駅、東武鎌ケ谷駅を中心としたエリアを重点的に空家 

等対策を進める必要がある区域として、空家等活用促進区域を指定する。 

 

２ 活用することが必要な空家等の種類 

  空き住宅や空き店舗などを含むすべての空家等 

 

３ 誘導用途 

（１）店舗又は事務所（誘客に資する交流施設等に限る。） 

（２）住宅（（１）に掲げる用途を兼ねるものを含む。） 

 

４ 活動事項 

  区域内においては、空家等に関わる関係事業者や宅地建物取引士、建築士、司法 

書士などの専門家が対応する相談受付や、空家等の所有者等向けのセミナーや講演 

会等を通じた空家等の活用の促進に関する情報提供、市広報やホームページ等によ 

る各種の情報発信等を重点的に行うことのほか補助金等による支援策を講じること 

により、空家等の誘導用途としての活用を要請・あっせんすることとする。 


